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　令和７年８月第３回定例会では、千代田西部小学校、千代田中部小学
校、仁比山小学校の６年生の児童が傍聴されました。
　傍聴した小学生のみなさんの感想は21ページに掲載しています。
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市 の お 金 の 使 い 方 を  議 会 で チ ェ ッ ク ! !市 の お 金 の 使 い 方 を  議 会 で チ ェ ッ ク ! !
使ったお金（歳出）

民 生 費 65億7,035万4,570円
総 務 費 42億5,546万　202円
公 債 費 21億2,237万1,060円
教 育 費 19億8,116万4,454円
土 木 費 16億　316万4,533円
衛 生 費 12億4,186万5,219円
消 防 費 9億8,788万9,073円
農林水産業費 9億2,869万6,403円
災害復旧費 5億3,110万　896円
商 工 費 2億4,900万1,337円
議 会 費 1億5,855万7,575円
労 働 費 1,018万7,000円
諸 支 出 金 21万6,431円
合　　計 206億4,002万8,753円

入ったお金（歳入）

自
主
財
源
37.8％

市 税 35億8,789万1,138円
寄 附 金 13億9,526万4,000円
繰 入 金 17億6,187万1,182円
繰 越 金 6億5,221万6,952円
諸 収 入 3億8,076万　649円
そ の 他 3億　915万6,013円

依
存
財
源
62.2％

地方交付税 57億3,486万3,000円
国庫支出金 33億1,890万5,001円
県 支 出 金 18億　159万6,935円
市 債 11億6,470万0,000円
そ の 他 13億1,028万8,300円

合　　計 214億1,751万3,170円

令
和
６
年
度
決
算
に
対
す
る
主
な
質
疑

職
員
の
残
業
状
況
と
各
課
の
状
況
に
つ
い
て

第
４
次
神
埼
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
等
策
定
事
業
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
（
決
算
額
７
億
９
，８
１
４
万
６
千
円
）

に
つ
い
て

問問問 答答答
職
員
の
残
業
時
間
や
残
業
手
当
、
各
課
の
状
況
は
。

返
礼
品
の
経
費
等
に
つ
い
て
、
神
埼
市
は
総
務
省
が
定
め
る
ル
ー
ル
の
範
囲
内
で

実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

神
埼
市
と
し
て
神
埼
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
策
定
事
業
は
、
地
域
活
動
、
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
い
る
の
か
具
体
的
に
伺
う
。

令
和
６
年
度
の
超
過
勤
務
は
総
計
３
万
８
，９
７
３
時
間
、
支
出
額
は
９
，１
２
１

万
４
，６
１
４
円
。
残
業
が
多
い
傾
向
に
あ
る
課
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
次
い
で
、
産
業
建
設
部
建
設
課
、
農
政
水
産
課
、
そ
の
次
に

福
祉
課
の
順
で
あ
っ
た
。

主
な
要
因
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
さ
れ
て
い
た
事
業
や
行
事
の
再
開
に
よ
る
準
備
・

調
整
の
増
加
や
、
国
ス
ポ
開
催
に
伴
い
教
育
委
員
会
全
体
が
応
援
体
制
に
入
っ
た

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

返
礼
品
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
の
指
導
に
基
づ
き
、
経
費
は
５
割
以
内
、

返
礼
品
は
３
割
以
内
と
い
う
基
準
を
遵
守
し
て
お
り
、
適
正
に
運
用
し
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ワ
ー
ク
と
い
う
団
体
が
活
動
さ
れ
て
い
る
。
市
民
参
加

型
の
講
座
の
ミ
ニ
勉
強
会
を
年
間
３
回
程
度
、
ま
た
、
男
性
の
料
理
教
室
を
開
催

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
第
４
次
計
画
の
推
進
に
向
け
、広
報
し
て
い
く
。

令和６年度一般会計
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令和６年度
決算の審議 市 の お 金 の 使 い 方 を  議 会 で チ ェ ッ ク ! !市 の お 金 の 使 い 方 を  議 会 で チ ェ ッ ク ! !

　８月定例会では、令和７年９月９日に決算特別委員会を設置し、９月18日から９月24
日までの７日間、現地調査も含めて、議長及び議選監査委員を除く、委員16名で令和６年
度各会計の決算について慎重に審議いたしました。

民生費 31.8％民生費 31.8％総務費 20.6％総務費 20.6％公債費 10.3％公債費 10.3％

農林水産業費 4.5％

諸支出金 0.0％ 労働費 0.0％

災害復旧費 2.6％商工費 1.2％
議会費 0.8％

教育費
9.6％
教育費
9.6％

土木費
7.8％
土木費
7.8％

衛生費
6.0％
衛生費
6.0％

消防費
4.8％
消防費
4.8％

令和６年度一般会計で使っ
たお金（歳出）の割合を棒
グラフで示しています。

祝
新
婚
新
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

王
仁
博
士
顕
彰
公
園
利
活
用
事
業
に
つ
い
て

小
学
校
施
設
環
境
改
善
質
的
改
善
事
業（
千
代
田
東
部
小
学
校
ト
イ
レ・照
明
改
修
工
事
）

問問問 答答答
祝
新
婚
新
生
活
支
援
事
業
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

公
園
内
で
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
書
初
め
大
会
等
の
イ
ベ

ン
ト
は
一
過
性
で
も
あ
り
、
通
常
は
閑
散
と
し
て
お
り
継

続
的
な
事
業
展
開
は
で
き
な
い
の
か
。

小
学
校
で
ト
イ
レ
の
改
修
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
小
学

校
で
使
用
す
る
た
め
、
子
供
用
の
便
器
で
小
さ
い
と
思

い
ま
す
が
災
害
時
に
大
人
が
活
用
で
き
る
ト
イ
レ
は
ど

の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。

住
宅
取
得
、賃
貸
、リ
フ
ォ
ー
ム
、引
っ
越
し
に
か
か
る
費
用
を
30
万
円
、夫
婦
の
年

齢
が
と
も
に
29
歳
以
下
の
場
合
は
60
万
円
を
上
限
と
し
て
補
助
し
て
い
る
。
ま
た
、

居
住
要
件
を
以
前
の
５
年
以
上
か
ら
１
年
以
上
定
住
で
き
る
方
に
要
件
を
緩
和
し

た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
５
年
度
は
５
組
に
対
し
て
、
令
和
６
年
度
は
17
組
と
な
っ
た
。

こ
の
補
助
金
を
活
用
し
て
神
埼
市
に
居
住
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る

方
も
お
ら
れ
る
事
か
ら
、
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
ま
で
は
、
子
供
向
け
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
、
一
定

の
効
果
は
確
認
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
韓
国
を
感
じ

る
施
設
と
し
て
、
利
活
用
実
行
委
員
会
で
意
見
を
聞
き
な

が
ら
実
施
し
た
い
。

ト
イ
レ
の
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
成
人
の
方
が

利
用
で
き
る
便
器
の
大
き
さ
と
同
じ
も
の
を
導
入
し
て

い
る
。
今
回
の
質
的
整
備
事
業
で
は
体
育
館
の
ト
イ
レ
も
併
せ
て
改
修
を
し
て
お

り
、
そ
の
中
に
は
多
目
的
ト
イ
レ
と
い
う
事
で
、
車
椅
子
の
利
用
者
の
方
と
か
、

身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
利
用
し
や
す
い
ト
イ
レ
の
整
備
を
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。
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主な補正予算を紹介します

　８月定例会は、令和７年８月29日から９月30日までの33日間開かれ、一般質問に16
人が登壇し、神埼市政全般について質疑を行いました。補正第５号で５億9,692万７千円
を追加し、総額228億9,708万円の予算となりました。主な取組み（事業）を掲載します。

来て！見て！知って！神埼

みんなの安心を見守ります

THANK　YOU　SO　MUCH！

◯二地域居住実証事業　50万円　（一般財源　50万円）
　本市への人の流れを創出し、関係人口の増加及び地域経済の活性化を図ることを目的とする。
　①山村留学事業
　②旧長崎街道神埼宿観光拠点づくり事業
　のプランを予定。
　実証事業参加者へ交通費の一部を助成する。

◯防犯対策費（防犯カメラ等設置補助金）3,395万円
　（地方創生臨時交付金　1,680万５千円　　一般財源　1,714万５千円）
　自主的に防犯カメラを設置する地区および市内業者に対し、その費用の一部を補助する。地方創
生臨時交付金を活用。

◯災害時相互支援体制構築事業　2,974万１千円
　（B＆G財団防災支援金　2,926万６千円、一般財源　47万５千円）
　B＆G海洋センター等所在自治体が連携し、大規模災害発生時にお
ける迅速かつ効果的な応急対応・災害復旧を可能とする相互支援体
制の構築を目的とする。
　支援体制、人材、資機材を整備。

議会が可決したのはどんな予算？

８月定例会の補正予算総額　５億9,692万７千円８月定例会の補正予算総額　５億9,692万７千円

さらに現物支給として…
ダンプ２台
油圧ショベル２台

2,373万４千円相当
（B＆G財団より）

▲B＆G支援金決定書授与式
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戸籍振り仮名職権記載システム改修委託業務　　81万４千円
� （社会保障・税番号制度システム整備費補助金81万４千円）

（事業の目的）
　公証された振り仮名が各種手続きで本人確認として利用できるシステム環境を整備す
ることで、行政手続きの利便性向上に寄与する。

Q 導入が予定されているドローンの台数は。また、ドローンの操作員は何名養成す
る計画か。

A ドローンについては１台。操作員は20名に操作研修を受けていただき、そのうち
５名をメインの操作員として更に別の研修を受けていただく予定である。

Q B＆G財団から現物支給される油圧ショベル（３ト
ン未満）２台を操作する操作員の養成は。

A
操作員の養成として、市職員15名と消防団員15
名の計30名に小型車両系建設機械運転特別教育を
受講していただく予定である。

Q 今回新たに建設する防災倉庫はどこに建設予定か。

A 日の隈にあるB＆G海洋センターの敷地内に建設す
る予定である。

Q 振り仮名職権記載の事務処理手順について伺う。

A ５月時点で神埼市に戸籍登録されている方にはがきを郵送しており、変更が必要
であれば届け出をしていただき対応する。

予算特別委員会のQ＆A補正予算の審議について、質疑を抜粋して紹介します。

災害時相互支援体制構築事業　　2,974万１千円
� （B＆G財団防災支援金2,926万６千円、一般財源47万５千円）

（事業の目的）
　B＆G海洋センター等所在自治体が連携し、大規模災害発生時における迅速かつ効果的
な応急対応・災害復旧を可能とする相互支援体制の構築を目的とする。

▲B＆G財団から現物支給予定の
　油圧ショベル
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千代田町福祉センター解体事業　　１億1,837万１千円
� （緊急防災・減災事業債 １億1,700万円、一般財源137万１千円）

住宅管理総務費（東野ヶ里団地高架水槽改修事業）  731万５千円�
� （一般財源731万５千円）

【債務負担行為】
千代田文化会館自主事業

債務負担行為設定期間：令和８年度
債務負担行為限度額　： 476万１千円

（事業の目的）
　千代田町福祉センターについては、経年劣化に伴い危険建築物として指定を受けたこ
とから、令和５年をもって供用を廃止している。今後の当
該土地の利活用を図るため、建物の解体を行うものである。

（事業の目的）
　市営住宅の維持管理に係る一般経費、既存住戸や入居予
定住戸の修繕、住宅の各種設備の改修など、安全・安心な
住環境の整備を図る。

（事業の目的）
　千代田文化会館は、芸術の振興及び福祉の増進を目的に整備さ
れたもので、芸術文化の拠点施設として、また文化性の高い舞台
芸術や講演等を市民に提供するための施設として利用促進を図っ
ている。市民に文化・芸術性の高い伝統芸術や音楽に触れる機会
を提供し、地域社会の健全な発展に寄与することを目的とする。

Q 地方債の交付税対象の措置について伺う。

A 緊急防災・減災事業債については、充当率は事業費
に対して100％、交付税措置率は70％になっている。

Q 不具合が生じる前に計画的に交換できないのか。

A 耐用年数は15年となっているが、メンテナンスを行
い、長く使用できるよう努めたい。

Q 野村萬斎さんの狂言、この事業の中で狂言解説付きという公演はどのような公演
になるのか伺う。

A
狂言の解説付きとは、事前に狂言が始まる前に狂言師の方にストーリーの説明を
して頂くことにより自然と内容が理解しやすくなる。現段階では、野村萬斎さん
本人に行って頂くよう要望している。

▲解体される千代田町福祉センター

▲高架水槽が改修される
　東野ヶ里団地（RC-1）

※債務負担行為とは…
　将来の財政負担を約
束する内容を予算とし
て定めておくものです
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議案第75号
議案名：令和６年度神埼市一般会計歳入歳出決算認定について

賛否があった議案を紹介します。

佐
藤　

知
美

×

福
田　

淸
道

×

永
沼　
　

彰

○

木
原　

憲
治

○

田
原　

和
幸

○

原
口
ひ
さ
よ

○

白
石　

昌
利

○

野
口　

英
樹

○

中
野　
　

均

○

服
巻　

玉
美

○

副
島　

英
樹

○

德
川　

博
人

○

増
田　

紀
之

○

末
次　
　

勝

○

大
野　

秋
人

○

吉
田　
　

守

○

平
山　

文
也

○

野
副　

昭

果結決議

賛成多数

号番案議

議案第75号

　令和６年度神埼市一般会計決算認定に反対の立場から討論いたします。

　實松市政の１年目の決算として、学校給食費の保護者負担軽減、小学校トイレの改修な

ど評価できる点は多々ありますが、歴史的遺産である「旧長崎街道を活かしたまちづくり」

のコンサルタント委託料支払いがあまりにも安易すぎたと指摘せざるを得ません。

　コンサルタント会社による報告書は令和５年に、予算額2,000万円に対し、1,699万５千円

で契約し、支払っています。令和６年度も予算額2,000万円の調査委託料を計上し、1,999万

８千円を令和５年度と同一のコンサルタント会社に支払っています。

　令和５年と令和６年の報告書を精査したところ、令和５年と同一箇所が約30％近くもあ

り、明らかに委託料の払い過ぎであると指摘せざるを得ません。調査報告書の契約終期が

令和７年３月14日、市の検査日も同年３月14日であり、市による十分な内容検査がなされ

ているとは言えません。結果として税金の無駄遣いであったと言わなければなりません。

以上を指摘し令和６年度一般会計決算認定に対する反対討論とします。

反対 討論　福田　淸道　議員

野副 昭議員は議長のため採決に加わっていません。
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議案第76号
議案名：令和６年度神埼市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

佐
藤　

知
美

×

福
田　

淸
道

×

永
沼　
　

彰

○

木
原　

憲
治

○

田
原　

和
幸

○

原
口
ひ
さ
よ

○

白
石　

昌
利

○

野
口　

英
樹

○

中
野　
　

均

○

服
巻　

玉
美

○

副
島　

英
樹

○

德
川　

博
人

○

増
田　

紀
之

○

末
次　
　

勝

○

大
野　

秋
人

○

吉
田　
　

守

○

平
山　

文
也

○

野
副　

昭

果結決議

賛成多数

号番案議

議案第76号

　令和６年度神埼市国保特別会計決算において、調定額に対する収納率を見てみると、令

和２年89.11％、令和３年89.01％、令和４年88.29％、令和５年87.53％、令和６年87.22％と、年々

低下しています。

　収入未済額の調定額に対する比率を見てみると、令和２年10.28％、令和３年10.67％、令

和４年11.35％、令和５年12.09％、令和６年12.58％と未済額の比率が上がっています。

　このことから見ても、神埼市の国保被保険者の方々が重い負担に苦しんでいるという状

況を表しています。

　全国的な国民健康保険税の状況を見てみると、９月10日時点で559の自治体が令和７年度、

保険料を引き上げています。これは全国1,736自治体の32.2％にのぼり過去２番目に多い件数

です。

　この様に全国の自治体の国保財政が厳しい状況のもとで、前に地方３団体が、国庫財政

より国保特別会計に１兆円の財政支出を求めました。

　今年７月24日に開かれた全国知事会でまとめた国への提言では、国保の均等割の軽減割

合の対象を現行の未就学から18歳まで引き上げることを求めています。

　全国市長会も「対象年齢や軽減割合の拡充」を求めています。

　さらには、保険料が払えず滞納し窓口で10割負担となった世帯への対応として政府は８

月、市町村の判断で窓口負担３割にできると閣議決定しています。

　この様な地方３団体の国保財政、制度の改良提言に政府は責任を持つべきであります。

　神埼市において、基金繰入で保険税の引き上げはなされていませんが、地方自治法の趣

旨に沿って3,601世帯の被保険者の方々の重い負担となっている保険税の負担軽減に努める

べきですが、令和６年度の国民健康保険税の負担軽減に市独自の施策がなされていない事

を指摘し反対討論とします。

反対 討論　佐藤　知美　議員

野副 昭議員は議長のため採決に加わっていません。
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一般質問

市 政 を 問う
８月定例会一般質問
　一般質問は、令和７年９月３日、４日、５日、８日の日程で行い、
16人の議員が登壇し、議論を交わしました。

各議員のQRコードを読み取ることで、パソコンやスマートフォン
で議会の中継・録画が視聴できます。

一般質問とは…議員が、市政運営全般にわたり、問題意識を市政に

　　　　　　　投げかけ、市の見解を直接求めるものです。

議
員　

歳
入
面
・
歳
出
面
・

財
政
指
標
か
ら
見
た
現
在
の

神
埼
市
の
財
政
事
情
を
ど
う

捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

令
和

５
年
度
の
決
算
の
状
況
を
見

る
と
過
去
２
番
目
に
多
い
決

算
と
な
っ
て
い
る
。
歳
入
の

増
加
要
因
と
し
て
は
、
地
方

債
・
ふ
る
さ
と
納
税
・
地
方

交
付
税
や
地
方
税
の
伸
び
が

主
な
要
因
で
、
歳
出
の
増
加

は
市
営
住
宅
等
普
通
建
設
事

業
ほ
か
、
人
件
費
や
扶
助
費

及
び
公
債
費
の
増
が
主
な
要

因
で
あ
る
。

　

財
政
指
標
に
つ
い
て
、
経

常
収
支
比
率
は
94
・
０
％
で

前
年
度
比
２
・
０
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
て
い
る
。
義
務
的
経

費
の
割
合
が
高
い
な
ど
予
断

を
許
さ
な
い
財
政
構
造
と
捉

え
て
い
る
。

議
員　

経
常
経
費
の
抑
制
対

策
も
必
要
だ
が
、
自
主
財
源

の
確
保
に
つ
な
が
る
歳
入
面

か
ら
の
対
策
も
重
要
だ
と
思

う
が
、
市
長
は
現
在
の
財
政

事
情
を
捉
え
て
、
今
後
ど
う

い
う
方
向
に
指
揮
・
監
理
し

て
い
く
の
か
。

市
長　

神
埼
市
の
財
政
状
況

は
決
し
て
楽
観
視
で
き
る
状

況
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
企

業
誘
致
を
促
進
し
た
い
。
一

方
で
、
農
地
を
守
る
そ
う
い

う
目
線
も
大
切
だ
と
思
っ
て

い
る
。
そ
れ
か
ら
、
人
口
減

少
の
中
で
多
く
の
皆
さ
ん
に

神
埼
市
に
住
ん
で
い
た
だ

く
、
こ
う
い
う
取
り
組
み
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

住
宅
施
策
・
企
業
誘
致
と

大
き
な
柱
は
こ
の
２
つ
で

し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

ま
た
、
子
育
て
す
る
な
ら
神

埼
市
と
な
る
よ
う
に
そ
こ
に

今
注
力
し
て
い
る
。

平山　文也 議員平山　文也 議員

神
埼
市
の

　

財
政
事
情
に
つ
い
て

財政指標の動向
経常収支比率・実質公債費比率等

　 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
経常収支比率 93.5 92.1 89.6 92.0 94.0 75％を超えないことが望ましい
実質公債費比率 9.7 9.0 8.8 8.8 9.3 早期財政健全化基準 25％
将来負担比率 47.2 58.1 50.6 37.0 37.1 早期財政健全化基準 350.0％
　　　　　　　　　　　　　「出典：令和７年佐賀県市町ハンドブック」
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一般質問

議
員　

令
和
６
年
６
月
議
会

で
、道
の
駅
構
想
に
つ
い
て
、

質
問
し
た
が
そ
の
後
、
ど
の

様
な
調
査
・
研
究
を
さ
れ
た

の
か
。

久
保
山
産
業
振
興
部
長　

市

内
の
実
態
に
適
し
た
規
模
・

機
能
・
運
営
方
式
な
ど
選
択

肢
を
比
較
検
討
し
、
立
地
に

つ
い
て
は
、
県
道
佐
賀
川
久

保
鳥
栖
線
・
国
道
34
号
・
国

道
３
８
５
号
な
ど
を
候
補
地

と
し
て
、
研
究
検
討
し
て
い

る
。

議
員　

市
道
蛇
取
橋
・
下
六

丁
線
の
西
郷
小
学
校
に
通
う

通
学
路
で
、
数
十
メ
ー
ト
ル

に
渡
り
道
路
が
法
落
ち
し
大

変
危
険
な
状
況
で
あ
り
、
地

区
懇
談
会
で
も
通
学
路
の
危

険
個
所
と
し
て
毎
回
上
が
っ

て
い
る
が
今
後
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

筒
井
建
設
部
長　

今
年
度
、

県
で
陥
没
箇
所
の
復
旧
を
行

う
と
の
対
応
方
針
を
伺
っ
た
。

　

復
旧
後
、
市
で
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
や
転
落
防
止
柵
等
を

設
置
し
、
歩
行
者
の
安
全
対

策
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

市
道
横
武
佐
賀
市
境

線
の
拡
幅
の
要
望
を
地
域
の

地
権
者
の
同
意
を
添
え
要
望

し
て
い
る
が
何
の
進
捗
も
見

ら
れ
な
い
、
こ
の
道
路
は
国

市
長　

米
に
つ
い
て
は
、
暑

さ
に
強
い
品
種
の
導
入
、
施

設
野
菜
に
お
い
て
は
、
遮
光

資
材
の
導
入
な
ど
あ
る
が
、

農
家
負
担
も
大
き
い
こ
と
を

考
え
て
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。

議
員　

令
和
の
米
騒
動
で
、

米
生
産
に
対
す
る
考
え
方

が
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る

中
で
、
市
と
し
て
令
和
８
年

度
の
取
組
方
針
は
あ
る
の

か
。

道
34
号
の
抜
け
道
で
車
両
の

往
来
が
か
な
り
多
い
、
未
だ

に
事
業
に
至
ら
な
い
理
由
は

な
ぜ
か
。

建
設
部
長　

道
路
法
面
を
立

ち
上
げ
、
道
路
沿
い
の
農
地

関
係
者
な
ど
確
認
を
行
い
な

が
ら
整
備
の
実
施
に
向
け
て

調
整
す
る
。

議
員　

先
の
議
会
で
集
落
内

水
路
の
浚
渫
の
質
問
を
し
た

際
、
令
和
７
年
度
よ
り
実
施

す
る
と
の
回
答
を
得
た
が
未

だ
に
実
施
に
至
ら
な
い
、
下

水
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
集

産
業
振
興
部
長　

国
に
お
い

て
は
、
農
地
の
集
約
化
を
進

め
る
農
地
バ
ン
ク
の
機
能
強

化
な
ど
、
米
の
増
産
に
向
け

た
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
市
と
し
て
佐
賀
県
農
業

再
生
協
議
会
よ
り
提
示
さ
れ

る
「
生
産
の
め
や
す
」
を
基

に
、
神
埼
市
農
業
再
生
協
議

会
に
お
い
て
、
計
画
的
で
安

定
的
な
営
農
活
動
を
推
進

し
、
農
業
者
の
所
得
向
上
に

努
め
て
い
く
。

落
は
自
然
水
利
へ
の
流
水
と

な
っ
て
お
り
不
衛
生
極
ま
り

な
い
、
早
急
に
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
市
の
考
え
を
伺

う
。

久
保
山
産
業
振
興
部
長　

集

落
内
水
路
整
備
事
業
で
進
め

る
場
合
に
は
、
令
和
９
年
度

の
事
業
開
始
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
計
画
的
な
水
路

整
備
に
よ
り
、
集
落
及
び
そ

の
地
域
の
生
活
環
境
の
改
善

を
早
期
に
図
ら
れ
る
よ
う
他

の
事
業
の
活
用
を
含
め
検
討

し
取
り
組
む
。

　

　通学路の法落ち個所

道
の
駅
構
想
は
ど
の
よ
う
に
、

調
査
・
研
究
し
て
い
る
の
か

通
学
路
の
安
心
・

　

安
全
に
つ
い
て

德川　博人 議員德川　博人 議員

増田　紀之 議員増田　紀之 議員

令
和
８
年
度
に
向
け
た

農
業
政
策
に
つ
い
て

議
員　

持
続
可
能
な
農
業
を

す
る
た
め
に
、
今
後
、
市
と

し
て
農
産
物
の
高
温
対
策
支

援
は
で
き
な
い
の
か
。
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旧
長
崎
街
道
神
埼
宿
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
は

福田　淸道 議員福田　淸道 議員

県内唯一の能楽堂（櫛田宮）

櫛田宮を拠点としたまちづくりが必要

櫛
田
宮
を
中
心
と
し
た
長
崎

街
道
の
原
風
景
は
一
つ
の
観

光
資
源
と
な
り
え
る
と
考
え

て
い
る
。
そ
こ
で
市
内
若
手

経
営
者
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く

り
会
社
」
を
設
立
し
、
金
融

機
関
や
、
観
光
関
係
の
専
門

業
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員　

こ
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
商
工
観
光
課
だ
け
で
は

荷
が
重
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

今
、
若
手
事
業
者
の

議
員　

旧
長
崎
街
道
神
埼
宿

観
光
拠
点
づ
く
り
事
業
に
つ

い
て
市
の
基
本
的
な
考
え
を

伺
う
。

野
中
商
工
観
光
課
長　

長
崎

街
道
が
持
つ
文
化
、
歴
史
の

継
承
を
ポ
イ
ン
ト
に
お
い
て

こ
の
事
業
を
構
想
し
て
い
る
。

議
員　

こ
の
地
区
は
、
お
寺

が
数
多
く
あ
る
。
ま
た
、
歴

史
的
に
も
由
緒
あ
る
櫛
田
宮

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
県
内
唯

一
と
も
い
え
る
能
楽
堂
も
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
が
備
わ
っ
た
地
域
で

あ
る
こ
と
を
拠
点
と
し
て
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　

事
業
と
し

て
成
り
立
つ
か
を
先
進
地
事

例
な
ど
調
査
し
た
う
え
で
、

皆
さ
ん
、
ま
ち
づ
く
り
会
社

に
参
画
し
た
い
と
い
わ
れ
て

い
る
事
業
者
の
方
と
金
融
機

関
は
議
論
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
り
、
市
役
所
内
で
は
総

合
政
策
課
も
一
緒
に
連
携
し

な
が
ら
や
っ
て
い
る
。

議
員　

旧
庁
舎
跡
地
利
用
と

の
関
連
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

市
長　

児
童
館
設
置
で
は
な

く
、
親
子
で
集
え
る
空
間
、

市
の
顔
と
な
る
空
間
を
考
え

て
い
る
。

服巻　玉美 議員服巻　玉美 議員

脊
振
町
の

　

農
業
振
興
に
つ
い
て

農
者
な
ど
に
よ
る
労
働
力
の

確
保
や
農
業
所
得
の
確
保
な

ど
の
課
題
が
あ
る
が
、
園
芸

で
は
ピ
ー
マ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

フ
ァ
ー
ム
の
研
修
を
通
し
て
、

ピ
ー
マ
ン
産
地
の
形
成
に
向

け
た
新
規
就
農
者
の
確
保
に

努
め
る
な
ど
、
脊
振
の
実
情

に
沿
っ
た
農
業
振
興
策
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

議
員　

脊
振
町
へ
の
新
規
農

業
者
を
確
保
す
る
た
め
に
は

具
体
的
に
な
に
が
必
要
な
の

か
。

島
農
林
水
産
課
長　

新
規
就

農
す
る
に
当
た
り
、
農
業
収

入
の
目
途
が
課
題
と
な
る
た

め
、
生
産
希
望
作
物

に
か
か
る
、
必
要
な

経
費
や
作
付
面
積

に
応
じ
た
収
益
等

を
示
す
な
ど
、
所
得

モ
デ
ル
を
研
究
し

て
、
就
農
で
き
る
体

制
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

議
員　

脊
振
町
広

滝
地
区
に
お
い
て

ピ
ー
マ
ン
団
地
が

議
員　

脊
振
町
の
農
業
後
継

者
が
い
な
い
中
、
新
規
就
農

者
の
確
保
を
含
め
、
今
後
の

農
業
振
興
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

久
保
山
産
業
振
興
部
長　

中

山
間
地
域
で
あ
る
脊
振
町

は
、
農
業
の
担
い
手
不
足
が

特
に
深
刻
で
あ
り
、
新
規
就

設
定
さ
れ
て
い
る
が
、今
後
、

ど
の
よ
う
に
園
芸
団
地
の
拡

充
を
し
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
課
長　

Ｊ
Ａ
な
ど

と
連
携
し
、
農
地
の
情
報
収

集
や
確
保
に
努
め
、関
係
者
と

一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
。

議
員　

脊
振
町
の
園
芸
振

興
、
新
規
就
農
者
を
含
め
た

担
い
手
の
確
保
に
対
す
る
、

市
の
支
援
に
つ
い
て
、
市
長

の
考
え
は
。

市
長　

今
後
議
論
は
必
要
で

あ
る
が
、
新
規
就
農
者
向
け

の
取
組
に
つ
い
て
は
、
住
宅

施
策
と
併
せ
て
、
農
地
の
確

保
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、
新
規

就
農
を
募
っ
て
い
く
。
も
う

一
つ
は
、
現
在
、
脊
振
で
頑

張
ら
れ
て
い
る
農
家
の
た
め

に
、
小
災
害
支
援
や
鳥
獣
害

対
策
も
併
せ
て
、
農
業
所
得

の
向
上
に
つ
い
て
議
論
が
必

要
で
あ
る
。
新
規
就
農
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
一
体

的
に
実
施
を
し
て
い
く
こ
と

で
、
脊
振
の
農
業
振
興
に
努

め
て
い
き
た
い
。

園芸団地の現在の様子
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市
内
体
育
館
へ

空
調
設
備
の
整
備
を
早
急
に

原口ひさよ 議員原口ひさよ 議員

議
員　

学
校
の
体
育
館
は
児

童
・
生
徒
の
学
習
、
生
活
の

場
で
あ
る
。
猛
暑
が
続
く
中

で
、
体
育
の
授
業
の
状
況
や

部
活
動
等
の
利
用
時
の
指
導

の
状
況
を
伺
う
。

山
田
教
育
部
長　

熱
中
症
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
迅

速
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る
。
大
型
扇
風
機
の

活
用
、
体
育
の
授
業
を
午
前

中
に
変
更
す
る
な
ど
の
対
策

を
と
っ
て
い
る
。ま
た
、適
宜

の
給
水
タ
イ
ム
、
活
動
時
間

の
短
縮
な
ど
行
い
な
が
ら
児

童
・
生
徒
の
様
子
を
観
察
し

な
が
ら
慎
重
に
行
っ
て
い
る
。

議
員　

各
学
校
の
体
育
館
は

災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
た

め
、
空
調
整
備
は
急
務
で
あ

育
館
へ
の
空
調
設
備
の
整
備

も
必
要
と
考
え
る
が
。

教
育
部
長　

社
会
体
育
施
設

の
体
育
館
の
空
調
設
備
に
つ

い
て
も
必
要
性
を
認
識
し
て

い
る
。
中
に
は
建
設
か
ら
40

年
以
上
経
過
し
て
い
る
施
設

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施

設
、
社
会
体
育
施
設
の
今
後

の
在
り
方
も
含
め
て
議
論
し

て
い
き
た
い
。

市
長　

１
年
で
も
早
く
整
備

を
し
て
い
く
こ
と
が
、
大
事

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

令
和
８
年
度
の
予
算
編
成
に

向
け
て
し
っ
か
り
と
教
育
委

員
会
と
も
議
論
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

る
。
国
の
空
調
設
備
整
備
臨

時
特
例
交
付
金
の
活
用
は
検

討
さ
れ
た
の
か
。

教
育
部
長　

体
育
館
へ
の
空

調
設
備
の
整
備
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令

和
８
年
度
当
初
予
算
へ
の
計

上
に
向
け
て
、内
容
や
規
模
、

整
備
対
象
学
校
の
優
先
順
位
、

財
源
等
に
つ
い
て
検
討
協
議

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
交
付

金
の
活
用
は
財
源
の
一
つ
と

し
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
な
ど
他
の
財
源
の

活
用
も
可
能
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

社
会
体
育
施
設
の
体

Dream!!  I have a dream!
（佐賀県庁公用車 MIRAI）

議
員　

県
内
市
と
し
て
、
最

後
に
手
を
挙
げ
た
が
、
宣
言

の
中
で
、
公
用
車
の
一
部
Ｅ

Ｖ
化
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
け

れ
ど
も
、
Ｅ
Ｖ
よ
り
も
水
素

自
動
車
！
施
策
の
ア
ド
バ

ル
ー
ン
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
な
ら
、
こ
れ
が
宣
言
の
趣

旨
に
馴
染
む
と
思
わ
れ
る
。

躊
躇
な
く
サ
イ
を
投
げ
て
欲

し
い
。

市
長　

先
を
見
た
時
に
、
貴

重
な
財
源
を
使
い
、
何
を
優

先
し
選
択
す
べ
き
か
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
こ

を
踏
ま
え
判
断
す
る
。

議
員　
「
ふ
る
さ
と
学
習
」

の
成
果
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い

て
。

山
田
教
育
部
長　

市
内
、
各

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
で
毎

年
５
０
０
名
程
度
が
神
埼
の

歴
史
、
偉
人
、
産
業
、
伝
統

芸
能
を
本
人
が
研
究
課
題
を

設
定
し
、
そ
の
成
果
を
研
究

論
文
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

審
議
会
に
諮
ら
れ
毎
年
５
名

程
度
が「
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
」

を
受
け
て
い
る
。

議
員　

地
域
ぐ
る
み
の
ふ
る

さ
と
の
学
び
に
つ
い
て

教
育
部
長　

神
埼
塾
講
座
の

多
様
化
、
分
か
り
や
す
さ
の

向
上
、
若
者
向
け
の
テ
ー
マ

設
定
、
広
報
活
動
強
化
、
参

加
者
同
士
の
交
流
を
図
り
、

語
り
伝
え
る
人
材
の
育
成
を

考
え
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
工
夫
を
加

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

躊
躇
な
く

ル
ビ
コ
ン
川
を
渡
っ
て
は
!?

田原　和幸 議員田原　和幸 議員

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言

神
埼
愛
の
醸
成
に

つ
い
て

空調設備が必要な体育館
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末次　　勝 議員末次　　勝 議員

旧
庁
舎
跡
地

　

整
備
事
業
に
つ
い
て

と
な
る
こ
と
で
、
新
た
な
に

ぎ
わ
い
の
創
出
や
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
効

果
的
な
空
間
整
備
に
向
け
事

業
の
進
捗
を
図
っ
て
い
る
。

議
員　

旧
庁
舎
跡
地
に
お
け

る
施
設
整
備
に
つ
い
て
市
の

考
え
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長　

住
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
市
民
の
意

向
等
を
考
慮
し
て
、
多
世
代

が
集
ま
り
、
快
適
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
空
間

形
成
と
併
せ
て
、
カ
フ
ェ
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
等

議
員　

今
後
の
旧
庁
舎
跡
地

の
利
活
用
に
つ
い
て
、
現
在

の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

神
埼

市
の
中
心
地
域
で
あ
る
旧
庁

舎
跡
地
が
、
周
辺
環
境
と
調

和
し
市
民
が
集
う
憩
い
の
場

の
設
置
を
想
定
し
て
い
る
。

人
々
が
出
会
い
、
交
流
で
き

る
場
と
な
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
形
成
さ
れ
、
市

民
と
企
業
等
が
一
緒
に
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

議
員　

旧
庁
舎
跡
地
整
備
事

業
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
、

思
い
を
伺
う
。

市
長　

国
道
34
号
か
ら
町
な

か
に
人
を
誘
導
す
る
仕
掛
け

が
大
事
だ
と
考
え
る
。
皆
さ

ん
が
わ
く
わ
く
す
る
よ
う

な
、
神
埼
市
の
顔
に
な
る
よ

う
な
空
間
を
考
え
る
。

議
員　

中
山
間
地
域
の
農
業

の
振
興
に
関
す
る
市
長
の
考

え
は
。

市
長　

新
年
度
に
向
け
て
、

私
な
り
に
調
査
し
検
討
し
て

み
た
い
。
今
後
、
中
山
間
地

域
、
脊
振
地
域
の
農
業
の
支

援
の
在
り
方
を
し
っ
か
り
と

議
論
し
て
い
く
。

利活用が検討されている神埼市旧庁舎跡地

中
山
間
地
域
の
農
用

地
の
維
持
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
を

　

い
か
に
活
用
す
る
か

吉田　　守 議員吉田　　守 議員

ふるさと納税で一番人気のある返礼品

約
15
億
円
で
あ
る
。

議
員　

返
礼
品
で
一
番
人
気

の
あ
る
品
物
は
何
か
。

大
坪
移
住
・
定
住
推
進
課
長

　

一
番
人
気
の
返
礼
品
は
、

平
成
22
年
度
よ
り
連
続
で
特

Ａ
ラ
ン
ク
の「
さ
が
び
よ
り
」

で
あ
る
。

議
員　

神
埼
市
の
児
童
・
生

徒
の
育
成
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る

か
。

本
告
福
祉
課
長　

神
埼
市
は

こ
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援

事
業
と
し
て
「
学
び
の
和

ほ
っ
ぷ
」
を
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
様
々
な
事
情
を
抱
え

て
生
活
困
窮
と
な
っ
た
市
民

へ
の
支
援
と
し
て
「
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
」
に
基

づ
き
対
応
し
て
い
る
。

議
員　

神
埼
市
の
児
童
・
生

徒
の
育
成
に
対
し
、
市
民
・

教
職
員
・
企
業
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
考
え
は
な

い
の
か
。

山
田
教
育
部
長　

現
在
、
市

内
の
小
学
生
対
象
の
「
神

埼
市
こ
ど
も
寺
子
屋
」、
次

に
「
プ
ロ
・
企
業
ス
ポ
ー
ツ

推
進
事
業
と
し
て
サ
ガ
ン
鳥

栖
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
久
光
ス
プ
リ

ン
グ
ス
、
レ
ッ
ド
ト
ル
ネ
ー

ド
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
、
佐
賀
バ
ル
ー

ナ
ー
ズ
と
連
携
協
定
を
行
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
日
本
の
伝

統
文
化
の
一
つ
能
楽
師
に
よ

る
能
楽
教
育
な
ど
市
民
や
関

係
機
関
の
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

議
員　

過
去
３
年
間
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
推
移
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

令
和

４
年
度
は
約
17
億
９
千
万

円
、
令
和
５
年
度
は
約
18
億

６
千
万
円
、
令
和
６
年
度
は

神
埼
市
の
児
童
・
生

徒
の
育
成
に
つ
い
て
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議
員　

熱
中
症
対
策
や
生
徒

の
健
康
管
理
、
安
全
性
を
保

つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
柔

軟
な
対
応
を
行
う
傾
向
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。
中
学
校

夏
季
制
服
上
着
の
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
導
入
検
討
の
進
捗
状
況
は
。

山
田
教
育
部
長　

市
内
の

小
・
中
学
校
で
は
夏
の
制
服

と
し
て
、
神
埼
中
学
校
、
千

代
田
中
学
校
の
２
校
の
男
子

生
徒
は
半
袖
の
開
襟
シ
ャ

ツ
、
脊
振
中
学
校
の
男
子
生

徒
は
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
女
子
生

徒
は
３
校
と
も
半
袖
の
セ
ー

ラ
ー
服
を
着
用
し
て
い
る
。

猛
暑
対
策
の
暫
定
措
置
と
し

て
体
操
服
登
校
を
行
い
な
が

ら
、
個
人
の
価
値
観
、
多
様

性
も
考
慮
し
な
が
ら
、
新
制

服
の
導
入
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

暑
さ
対
策
を
兼
ね
た

通
気
性
の
あ
る
通
学
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
検
討
で
き
な
い
の

か
。

平
山
学
校
教
育
課
長　

猛
暑

の
中
、
中
学
生
の
通
学
様
子

を
見
る
と
、
生
徒
が
暑
さ
を

我
慢
し
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え

る
。
今
後
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

変
更
に
つ
い
て
も
協
議
を
進

め
て
い
く
。

議
員　

公
園
運
営
、
施
設
整

備
な
ど
、
様
々
な
意
見
、
要

望
が
あ
る
。
現
在
改
善
の
検

討
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

筒
井
建
設
部
長　

利
用
者
な

ど
か
ら
の
意
見
や
要
望
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
多
く
の

方
々
が
利
用
し
た
い
と
思
え

る
よ
う
な
公
園
整
備
に
努
め

て
い
く
。

高取山公園に設置され、訪れた利用者に
夢を抱かせる「どこでもドア」

暑
さ
対
策
。中
学
校
夏
季
上
着
及
び

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
改
善
必
要

白石　昌利 議員白石　昌利 議員

議
員　

横
武
ク
リ
ー
ク
公
園

は
、
中
世
室
町
時
代
に
横
岳

氏
が
築
い
た
城
跡
と
環
濠
集

落
跡
が
そ
の
ま
ま
に
残
さ
れ

て
あ
り
、
面
積
は
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
そ
の
内
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
ク
リ
ー
ク
を
占

め
、
20
を
超
え
る
島
々
が
点

在
し
１
９
９
７
年
に
完
成
し

て
い
る
。
公
園
内
に
は
、
か

や
ぶ
き
屋
根
の「
蘆
辺
の
館
」

｛
あ
し
べ
の
や
か
た
｝
の
家

屋
が
あ
り
、
中
に
は
民
具

や
「
く
ど
造
り
」
が
再
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
堀
、
ク
リ
ー

ク
で
囲
ま
れ
た
城
館
跡
は
全

国
的
に
も
類
が
な
く
、
中
世

城
館
跡
の
代
表
的
な
遺
跡
の

一
つ
と
し
て
、
観
光
・
P
R

の
強
化
を
は
か
っ
て
も
ら
い

た
い
が
。

筒
井
建
設
部
長　

公
園
は
、

農
業
基
盤
の
整
備
と
歴
史
的

自
然
景
観
の
保
全
を
両
立
さ

せ
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民

に
憩
い
の
場
を
提
供
し
、
農

村
と
ク
リ
ー
ク
の
歴
史
的
関

わ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
学
習

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
整

備
し
て
い
る
。
観
光
・
P
R

に
つ
い
て
は
、
神
埼
市
水
の

郷
再
生
市
民
会
議
の
取
り
組

み
と
合
わ
せ
て
チ
ラ
シ
配
布

や
S
N
S
の
活
用
等
に
よ

り
、
市
内
外
に
広
く
周
知
す

る
こ
と
で
利
用
者
増
加
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
水
の
郷
再
生
市
民
会
議
に

つ
い
て

・
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て桜・楠・ナンキンハゼなど緑あふれる公園です

横
武
ク
リ
ー
ク
公
園
の

整
備
と
観
光
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を

木原　憲治 議員木原　憲治 議員

中
学
校
夏
季
上
着

及
び
ヘ
ル
メ
ッ
ト

高
取
山
公
園
整
備

に
つ
い
て
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で
き
る
た
め
、
水
害
対
策
の

一
つ
と
し
て
私
は
考
え
て
い

る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

實
本
農
村
整
備
課
長　

土
砂

の
堆
積
に
よ
り
悪
臭
や
排
水

不
良
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
生
活
環
境
の
改
善
を
図

る
も
の
で
水
路
に
ダ
ム
機
能

を
持
た
せ
る
事
業
で
は
な
い
。

議
員　

千
代
田
東
部
地
区
水

害
地
帯
に
対
し
、
住
宅
の
嵩

上
げ
補
助
制
度
を
新
設
し
て

も
ら
い
た
い
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

個
人

の
財
産
に
直
結
す
る
こ
と
や

財
政
面
の
課
題
か
ら
、
現
時

点
で
考
え
て
は
い
な
い
。

議
員　

農
業
用
ハ
ウ
ス
の
水

議
員　

各
地
区
に
あ
る
地
区

内
水
路
の
多
く
は
土
砂
な
ど

の
堆
積
で
流
れ
が
滞
っ
て
い

る
。
今
回
地
区
内
水
路
を
浚

渫
す
る
こ
と
で
、生
活
環
境
の

改
善
を
図
る
と
同
時
に
、線
状

降
水
帯
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
大

雨
時
に
、地
区
内
水
路
を
掘
っ

た
所
を
、
遊
水
池
と
し
て
ダ

ム
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
が

路
の
嵩
上
げ
・
水
田
畦
畔
ブ

ロ
ッ
ク
の
嵩
上
げ
な
ど
冠
水

対
策
に
対
し
補
助
制
度
の
新

設
は
出
来
な
い
か
。

島
農
林
水
産
課
長　

補
助
制

度
の
新
設
は
考
え
て
い
な
い

が
、
先
例
的
な
取
組
の
確
認

は
行
っ
て
い
く
。

土砂が堆積し流れが悪い
地区内水路

地
区
内
水
路
の
浚
渫
で
環
境
を

良
く
し
、
併
せ
て
水
害
を
無
く
そ
う

副島　英樹 議員副島　英樹 議員

佐
々
木
こ
ど
も
・
福
祉
部
長

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、

交
通
事
故
発
生
時
に
子
供
を

衝
撃
か
ら
守
る
こ
と
が
主
な

目
的
で
あ
り
、
繰
り
返
し
貸

与
す
る
こ
と
で
破
損
の
危
険

性
が
高
ま
り
、
安
全
性
の
保

障
が
担
保
で
き
な
い
。
お
よ

そ
５
年
程
度
と
利
用
期
間
が

長
く
な
る
こ
と
か
ら
、
貸
与

事
業
に
適
さ
な
い
と
の
判
断

を
し
て
い
る
。

議
員　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

や
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
の
無
償

貸
与
や
購
入
に
よ
る
補
助
制

度
の
導
入
は
で
き
な
い
の
か
。

ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
全
て

が
自
家
用
車
を
所
有
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
も
運
転

者
に
定
め
ら
れ
た
法
律
上
の

義
務
で
あ
る
た
め
、
経
済
的

な
支
援
の
み
を
目
的
と
し
た

市
の
補
助
と
い
う
と
こ
ろ
で

言
え
ば
社
会
的
意
義
に
欠

け
、
事
業
の
優
先
順
位
は
低

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

緊急な幼児の送迎のために !!

野口　英樹 議員野口　英樹 議員

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
に
よ
る

補
助
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

神
埼
市
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
場
整
備
に
つ
い
て

議
員　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

整
備
に
つ
い
て
、
今
日
ま
で

ど
の
よ
う
な
検
討
を
さ
れ
た

の
か
。

山
田
教
育
部
長　

整
備
候
補

地
は
、
神
埼
駅
北
側
の
私
有

地
を
候
補
地
の
一
つ
と
し
て

検
討
し
て
い
る
。
屋
外
施
設

で
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る

が
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
音

が
課
題
な
た
め
、
周
辺
地
域

へ
の
配
慮
も
踏
ま
え
、
防
音

対
策
な
ど
、
専
門
業
者
と
協

議
を
行
っ
て
い
る
。

千
代
田
東
部
地
区
の

企
業
誘
致
に
つ
い
て

議
員　

迎
島
工
場
団
地
へ
の

工
場
進
出
に
至
っ
て
い
な
い

要
因
と
、
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
伺
う
。

野
中
商
工
観
光
課
長　

企
業

よ
り
迎
島
工
場
団
地
に
対
す

る
引
き
合
い
は
現
在
ま
で
18

件
あ
っ
て
い
る
。
分
割
で
の

購
入
希
望
も
あ
る
が
本
市
と

し
て
は
規
模
が
大
き
い
製
造

業
を
地
元
の
為
に
誘
致
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
神
埼
市
が
設
置
・
運
営
す

る
保
育
所
・
学
校
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
。

・
神
埼
市
の
中
小
企
業
へ
の

支
援
に
つ
い
て
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市
営
住
宅
の

　

跡
地
利
用
に
つ
い
て

中野　　均 議員中野　　均 議員

議
員　

市
営
住
宅（
姉
団
地
）

建
築
工
事
が
進
ん
で
い
る

が
、
北
側
の
旧
市
営
住
宅
は

解
体
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
ど
の
よ
う
な
跡
地
利
用

を
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

筒
井
建
設
部
長　

４
階
建
て

既
存
住
宅
を
残
し
、
一
部
来

中
島
総
務
企
画
部
長　

今

後
、
検
討
委
員
会
で
議
論
し

ま
す
が
、
民
間
等
へ
の
払
い

下
げ
含
め
て
、
速
や
か
に
審

議
を
し
た
い
。

客
用
の
駐
車
場
を
確
保
し
、

残
り
約
２
１
０
０
㎡
に
つ
い

て
は
市
営
住
宅
に
関
連
し
た

利
用
目
的
が
な
い
た
め
、「
神

埼
市
公
有
財
産
運
用
検
討
委

員
会
」
を
開
催
し
、
今
後
の

土
地
利
活
用
方
法
に
つ
い
て

検
討
を
行
な
う
。

議
員　

旧
本
堀
団
地
は
公
有

財
産
の
売
払
い
の
入
札
公
告

の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
る

が
、
同
じ
旧
市
営
住
宅
（
姉

団
地
）
の
解
体
後
検
討
す
る

の
で
は
な
く
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
検
討
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

神
埼
市
国
土
利
用
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て

議
員　

近
年
の
夏
の
酷
暑
化

に
伴
い
、
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
や
教
職
員
の
熱
中

症
対
策
と
し
て
の
安
全
管
理

面
か
ら
と
、
小
・
中
学
校
は

避
難
所
で
も
あ
る
こ
と
か
ら

避
難
所
機
能
の
充
実
と
い
う

防
災
面
の
２
つ
の
側
面
か

ら
、
冷
水
機
や
製
氷
機
、
あ

と
は
体
育
館
へ
の
空
調
機
の

導
入
が
で
き
な
い
か
。

山
田
教
育
部
長　

空
調
機
や

製
氷
機
等
の
設
備
整
備
に
つ

い
て
は
、
以
前
よ
り
継
続
的

に
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
令

和
６
年
度
に
は
市
内
中
学
校

３
校
に
お
い
て
、
部
活
動
時

に
お
け
る
熱
中
症
対
策
と
し

て
製
氷
機
を
設
置
し
て
い

る
。
ま
た
、
近
年
の
こ
れ
ま

で
に
な
い
猛
暑
や
気
象
庁
の

気
温
将
来
予
測
を
踏
ま
え
、

小
・
中
学
校
体
育
館
へ
の
空

調
設
備
の
整
備
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
。
本
市
と
し
て

は
、現
在
、令
和
８
年
度
当
初

予
算
へ
の
計
上
に
向
け
て
、

設
備
整
備
の
内
容
や
規
模
、

整
備
対
象
学
校
の
優
先
順

位
、
ま
た
財
源
等
に
つ
い
て

検
討
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

小
・

中
学
校
の
体
育
館
は
、
災
害

時
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
ま

た
は
避
難
所
と
し
て
お
り
、

避
難
者
の
熱
中
症
対
策
や
快

適
な
避
難
環
境
の
た
め
に
必

要
で
あ
る
が
、
施
設
ご
と
の

構
造
や
電
源
設
備
の
状
況
、

財
政
面
な
ど
多
く
の
課
題
が

あ
る
。

　

現
在
、
本
市
と
し
て
は
、

大
型
扇
風
機
を
複
数
台
設
置

し
、
換
気
と
併
せ
て
空
気
を

循
環
さ
せ
る
対
策
を
講
じ
て

い
る
。
ま
た
、
広
域
的
な
他

の
自
治
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
て
お
り
、
そ
の

枠
組
み
の
中
で
移
動
式
ク
ー

ラ
ー
設
備
等
の
受
援
体
制
を

整
え
て
お
り
、
更
に
民
間
企

業
と
の
災
害
協
定
の
中
で
、

冷
房
施
設
を
優
先
的
に
提
供

し
て
も
ら
う
仕
組
み
も
構
築

し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
要

請
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。

昨年度各中学校に導入された製氷機

解体後の利活用が検討される市営住宅（姉団地）

小
・
中
学
校
の

熱
中
症
対
策
の
充
実
を

大野　秋人 議員大野　秋人 議員

議
員　

現
在
、
神
埼
市
に
お

い
て
は
、
児
童
数
の
減
少
、

自
然
減
等
に
よ
る
人
口
減
少

が
進
ん
で
、
地
域
の
活
力
が

衰
退
し
て
い
る
現
状
を
鑑
み

ま
す
と
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
第
二
次
神

埼
市
国
土
利
用
計
画
の
見
直

し
、
人
口
流
入
の
推
進
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

総
務
企
画
部
長　

現
行
の
国

土
利
用
計
画
の
土
地
利
用
構

想
図
に
お
い
て
、
千
代
田
町

を
東
西
に
横
断
す
る
通
称
中

央
道
路
の
周
辺
は
、
大
半
が

農
業
振
興
地
域
で
あ
り
無
秩

序
な
農
地
転
用
の
防
止
を
図

る
必
要
か
ら
開
発
区
域
に
設

定
し
て
い
な
い
が
、
今
後
の

社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
柔
軟

に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。
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だ
き
、
利
用
の
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
国
で
シ
ス
テ
ム
が

用
意
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
情
報
提
供
や
申
請

登
録
が
出
来
る
。

議
員　

利
用
料
金
は
、
自
治

体
の
判
断
で
決
め
ら
れ
る
の

か
、
そ
れ
と
も
国
の
一
律
の

基
準
で
決
め
ら
れ
る
の
か
。

佐
藤
こ
ど
も
家
庭
課
長　

利

用
料
金
の
設
定
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
で
判
断
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

利
用
者
の
生
活
環
境

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
貧

困
の
世
帯
に
対
す
る
減
免
制

度
に
つ
い
て
の
国

の
方
針
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

こ
ど
も
家
庭
課
長

　

利
用
料
減
免
に

つ
い
て
は
市
町
村

で
決
め
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
今

後
示
さ
れ
る
国
の

補
助
基
準
額
を
参

考
に
し
な
が
ら
利

用
料
減
免
を
設
定

し
た
い
。

議
員　

来
年
４
月
よ
り
新
た

な
保
育
制
度
と
し
て
、
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
が
実
施

さ
れ
る
が
、
こ
ど
も
家
庭
庁

は
そ
の
目
的
を
ど
の
様
に
示

し
て
い
る
か
。

佐
々
木
こ
ど
も
・
福
祉
部
長

　

全
国
的
に
ゼ
ロ
歳
児
か
ら

２
歳
児
の
約
６
割
が
未
就
園

児
で
、
不
安
や
悩
み
を
抱
え

て
い
る
保
護
者
へ
の
支
援
と

共
に
、
保
護
者
の
多
様
な
働

き
か
た
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

関
わ
り
な
い
形
で
の
支
援
の

強
化
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

保
護
者
の
制
度
利
用

ま
で
の
過
程
を
ど
の
様
に
示

し
て
い
る
か
。

こ
ど
も
・
福
祉
部
長　

４
月

利
用
希
望
者
は
３
月
ま
で
に

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
い
た

議
員　

現
在
の
神
埼
の
公
立

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
な

ど
は
定
員
割
れ
の
状
況
で
す

が
、
新
た
な
制
度
に
よ
り
、

園
児
数
の
増
加
な
ど
を
考
え

た
と
き
に
、保
育
士
の
確
保
、

環
境
の
整
備
は
充
分
に
対
応

で
き
る
と
判
断
し
て
い
る
の

か
。

こ
ど
も
家
庭
課
長　

人
材
確

保
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
に
な
る
こ
と

で
、
恐
ら
く
人
も
そ
れ
な
り

の
人
数
が
い
る
か
と
思
う

が
、
利
用
の
状
況
を
見
な
が

ら
随
時
検
討
す
る
。

こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
の
対
応
に
つ
い
て

佐藤　知美 議員佐藤　知美 議員

どうなる？新たな保育制度

議会改革検討特別委員会の活動報告

　

去
る
８
月
29
日
及
び
９
月
16

日
に
開
催
し
た
特
別
委
員
会
の

検
討
項
目
に
つ
い
て
、
全
委
員

で
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
議
会
基
本
条
例
に
つ

い
て
、
第
１
分
科
会
で
作
成
さ

れ
た
条
例
案
に
つ
い
て
、
全
議

員
で
発
議
上
程
す
る
こ
と
を
確

認
し
８
月
定
例
会
に
お
い
て
、

可
決
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
議
会
倫
理
条
例
に
つ
い

て
は
、
現
在
第
２
分
科
会
に
お

い
て
調
査
研
究
を
し
て
お
り
、

12
月
定
例
会
を
目
途
と
し
て
条

例
制
定
す
る
こ
と
を
確
認
し
閉

会
中
も
引
き
続
き
議
論
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

　

次
に
議
員
定
数
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
様
の
意
見
や
他
市
の

事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
慎
重

に
議
論
を
重
ね
、
ま
た
全
委
員

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
２
回
実

施
し
、委
員
長
を
除
く
17
名
で
、

最
終
的
に
採
決
を
行
い
現
状
維

持
を
支
持
す
る
議
員
が
９
名
と

過
半
数
を
占
め
た
た
め
、
現
定

数
を
維
持
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。
定
数
削
減
に
は
議
会

運
営
の
効
率
化
や
人
件
費
の
削

減
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
一
方
で
議
員
が
市
民
の

多
様
な
意
見
を
反
映
し
、
き
め

細
や
か
な
行
政
監
視
を
果
た
す

た
め
に
は
一
定
数
の
議
員
が
必

要
で
あ
る
と
の
考
え
が
支
持
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
特
別
委
員
会
で
は
、
市
民

に
分
か
り
や
す
く
、
よ
り
一
層

に
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指

す
た
め
に
閉
会
中
に
随
時
、
各

分
科
会
及
び
特
別
委
員
会
を
開

催
し
、
研
究
・
検
討
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。

委員長　平山　文也
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一般質問

産業建設常任委員会視察研修報告

議会広報編集特別委員会視察研修報告

　

７
月
７
日
、
有
機
農
業
の
先

進
地
で
あ
る
大
分
県
臼
杵
市
を

視
察
し
ま
し
た
。
市
全
体
で
有

機
農
業
に
取
り
組
む
「
う
す
き

夢
堆
肥
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展

開
し
、
農
業
へ
の
技
術
指
導
や

販
路
拡
大
支
援
を
積
極
的
に
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
成
功
の
鍵

は
、
市
が
主
体
と
な
り
堆
肥
セ

ン
タ
ー
を
運
営
し
、
安
価
で
質

の
良
い
堆
肥
を
供
給
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
農
家
の
初
期
投

資
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
有
機
農

業
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
る
状

況
で
し
た
。
臼
杵
市
の
成
功
事

例
を
参
考
に
有
機
農
業
の
導
入

を
検
討
で
き
な
い
か
と
感
じ
ま

し
た
。
今
回
の
視
察
は
、
持
続

可
能
な
農
業
の
あ
り
方
を
考
え

る
う
え
で
、
非
常
に
有
益
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
は
熊
本
県
大
津
町

を
視
察
し
、
企
業
誘
致
の
成
功

事
例
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。
成
功
の
鍵
は
、
交
通
の
ア

ク
セ
ス
が
良
い
立
地
条
件
に
加

　

７
月
15
日
か
ら
16
日
に
、
福

岡
県
大
刀
洗
町
及
び
大
分
県
豊

後
大
野
市
に
て
、「
議
会
だ
よ

り
の
編
集
・
発
行
」
に
つ
い
て

行
政
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
刀
洗
町
の
議
会
だ
よ
り
は

毎
号
異
な
る
様
々
な
特
集
を
組

ま
れ
て
お
り
、
中
で
も
印
象
的

で
あ
っ
た
「
追
跡
リ
ポ
ー
ト
・

ど
う
な
っ
た
あ
の
質
問
」で
は
、

議
会
で
の
発
言
が
そ
の
ま
ま
終

わ
ら
な
い
よ
う
、
後
日
そ
の
進

捗
状
況
を
町
民
へ
伝
え
る
こ
と

を
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
特
集
掲
載
の
実
現
に
向
け

て
、
制
度
的
な
裏
付
け
を
取
る

べ
く
「
議
会
答
弁
事
項
の
対
応

状
況
調
査
実
施
要
項
」
の
策
定

も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
表
紙
に
は
市
民
の
方

を
起
用
し
た
温
か
み
の
あ
る
写

真
や
、
親
し
み
や
す
い
デ
ザ
イ

ン
な
ど
、
多
様
な
方
法
が
と
ら

れ
て
お
り
、
議
会
だ
よ
り
へ
の

関
心
喚
起
に
つ
な
が
る
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
編
集
に
あ
た
っ
て

は
、
難
解
な
行
政
用
語
を
避
け

て
小
学
生
が
読
ん
で
も
理
解
で

き
る
表
現
を
心
が
け
て
お
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
議
事
録
を
そ
の

ま
ま
引
用
す
る
の
で
は
な
く
、

正
し
く
要
約
し
て
掲
載
す
る
こ

と
も
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

え
、
企
業
へ
の
手
厚
い
補
助
制

度
や
地
元
住
民
と
の
連
携
を
重

視
し
た
丁
寧
な
対
応
に
あ
る
と

学
び
ま
し
た
。
特
に
、
工
業
団

地
の
造
成
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

町
が
主
導
し
、
誘
致
企
業
の
初

期
投
資
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
取
り
組
み
は
、
本
市
に
お
け

る
企
業
誘
致
を
進
め
る
う
え
で

大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
し

た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
神
埼
市
の

発
展
に
尽
力
で
き
る
よ
う
今
後

と
も
研
鑽
を
重
ね
て
参
り
ま

す
。

　

豊
後
大
野
市
で
は
、
議
会
だ

よ
り
に
市
民
の
意
見
や
感
想
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
制
度
」

を
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
モ
ニ

タ
ー
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
記
入
し

て
も
ら
い
、
各
ペ
ー
ジ
の
評
価

や
、
分
か
り
に
く
い
言
葉
、
組

ん
で
ほ
し
い
特
集
内
容
な
ど
の

意
見
を
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
内
の
若
者
や
児
童
・

生
徒
の
思
い
を
紹
介
す
る
特
集

が
毎
号
組
ま
れ
て
お
り
、
学
校

な
ど
に
議
員
自
ら
足
を
運
び
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

を
活
か
し
、
親
し
み
や
す
い
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
、
編
集

作
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

委員長　服巻　玉美

委員長　佐藤　知美

臼杵市土づくりセンターでの研修の様子

大刀洗町での研修の様子
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一般質問

文教厚生常任委員会視察研修報告

議会運営委員会行政視察研修報告

　

７
月
22
日
か
ら
23
日
に
か
け

て
、
大
分
県
日
田
市
と
豊
後
高

田
市
に
て
、
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
の
行
政
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
日
田
市
に
お
い
て

は
、「
大
原
公
園
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
場
」
に
つ
い
て
行
政
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
場
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
様
々
な
意
見
が
出
た
と
の

事
で
す
が
、
丁
寧
な
説
明
を
行

い
理
解
い
た
だ
い
た
と
の
事
で

し
た
。
整
備
後
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
場
の
利
用
に
関
す
る
苦
情
は

特
に
な
い
と
の
事
で
す
が
、
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
以
外
で
練
習

し
て
い
る
と
の
苦
情
が
現
在
も

あ
る
と
の
事
で
す
。

　

今
後
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の

整
備
を
検
討
し
て
い
く
う
え

で
、
路
上
で
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

を
練
習
す
る
方
が
利
用
し
や
す

い
場
と
な
る
た
め
の
施
策
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

次
に
、
大
分
県
豊
後
高
田
市

に
お
い
て
「
学
び
の
21
世
紀
塾

の
取
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
豊
後
高

田
市
で
は
、「
夢
を
描
き
、
実

　

西
海
市
は
、
平
成
17
年
４
月

に
５
町
が
合
併
し
、
合
併
時
26

人
で
あ
っ
た
議
員
定
数
に
お
い

て
も
、
平
成
21
年
に
20
人
、
平

成
29
年
に
18
人
と
削
減
が
行
わ

れ
て
お
り
、
本
年
４
月
に
行
わ

れ
た
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、

さ
ら
に
２
名
削
減
さ
れ
、
定
数

16
人
で
選
挙
戦
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

定
数
削
減
や
報
酬
改
定
に

至
っ
た
経
緯
は
、
議
長
か
ら
問

題
提
起
が
な
さ
れ
、
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
合
計
10
回
の
議

論
を
重
ね
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
、
基
礎
資

料
の
比
較
・
分
析
、
原
価
方
式

に
よ
る
報
酬
月
額
の
算
出
な

ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
定
数
及

び
報
酬
に
つ
い
て
の
協
議
が
な

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

次
に
平
戸
市
議
会
で
は
、
予

算
に
関
す
る
議
案
審
議
に
つ
い

て
は
、
各
常
任
委
員
会
へ
の
分

割
付
託
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
各
常
任
委
員
会
の
審
議
結

果
を
、
最
終
的
に
予
算
特
別
委

員
会
に
て
採
決
す
る
方
法
で
あ

り
ま
す
。

　

分
割
付
託
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
付
託
さ
れ
た
各
常
任
委

現
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
」
を

教
育
の
理
念
に
掲
げ
、
夢
を
実

現
さ
せ
る
た
め
の
最
大
限
の
教

育
的
支
援
を
行
う
た
め
に
、
公

営
塾
の
実
施
に
至
り
、
本
年
で

24
年
目
を
迎
え
た
と
の
事
で
し

た
。「
地
域
の
活
力
は
人
、
夢

を
描
き
、
実
現
で
き
る
子
ど
も

の
育
成
」を
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

教
育
も
含
め
た
子
育
て
支
援
に

全
力
で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま

し
た
。
今
回
の
視
察
を
と
お
し

て
、
改
め
て
本
市
の
教
育
行
政

や
子
育
て
支
援
の
取
組
み
が
他

県
に
も
誇
れ
る
も
の
で
あ
り
、

市
内
外
の
方
々
に
更
に
知
っ
て

い
た
だ
く
事
が
重
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

員
が
一
斉
に
審
査
を
行
う
た

め
、
短
期
間
で
予
算
に
対
す
る

審
議
が
終
了
す
る
こ
と
や
、
全

議
員
よ
り
少
人
数
で
審
議
を
行

う
た
め
、一
つ
の
案
件
に
対
し
、

深
く
濃
い
議
論
が
で
き
る
こ
と

を
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

平
戸
市
で
は
各
常
任
委
員
会

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
が
行

わ
れ
て
お
り
、
市
民
へ
開
か
れ

た
市
議
会
を
目
指
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　

質
問
時
間
は
、
平
成
19
年
12

月
よ
り
70
分
で
あ
っ
た
も
の
を

60
分
に
短
縮
さ
れ
て
お
り
、
短

時
間
で
濃
厚
な
質
疑
を
目
指
す

こ
と
や
、
視
聴
者
へ
の
配
慮
が

主
な
理
由
で
、
90
分
を
基
本
と

し
て
い
る
本
市
に
お
い
て
は
、

非
常
に
関
心
を
持
つ
取
組
み
で

あ
り
ま
し
た
。

委員長　白石　昌利

委員長　中野　　均

豊後高田市での研修の様子

西海市での研修の様子
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神埼市議会は、
議会基本条例を制定しました！

～より「開かれた議会」をめざして～

　地方分権が進み、地方議会が担うべき役割への期待も大きくなってきました。これに
対応するため、議会や議員が議会活動を行う上での理念や原則、制度など基本的な事項
を定めた議会基本条例を制定するため、神埼市議会では、議会改革検討特別委員会で作
業部会を設置し、令和６年８月から調査・研究を重ねてまいりました。
　作業部会での検討内容を全議員に周知し、令和７年第３回定例会（９月30日）にお
いて、議会運営の基準を設け、厳格に実践することにより議会の責務を果たし、市民の
負託に応える議会を築くため「神埼市議会基本条例」を制定しました。
　この条例は、令和７年10 月１日から施行されました。

　市民への説明責任を果たし、市政全
般にわたって市民と情報及び
意見を交換するため議会報告
会を年１回以上開催します。
� （第６条関係）

　議員相互の自由な討論を保証し、議
論を尽くすことを明文化
し、よりよい審議を行いま
す。� （第11条関係）

　市民等の意見を反映した政策立案に
努め、積極的かつ多様な意
見交換の場を設けるように
努めます。� （第５条関係）

　議長及び委員長の許可を得て、
議員の質問に対し、質問の趣旨
や意図を確認するため、市長等
は反問することができます。
� （第７条関係）

　議会活動に関する積極的な情報公開・発
信に努め、説明責任を果たします。
　全ての会議を原則公開
とします。�（第５条関係）

　災害が発生したときは、市民の生命
及び財産を守るため、市民
とともに地域の防災活動
及び減災活動に努めます。
� （第４条関係）

神埼市議会基本条例　　つのポイント66
11

33

55 66

22

44

議会報告会を開催します

議員間の自由討議を行いします

直接対話の場を設けます 情報公開・説明責任を果します

災害時に速やかに対応します

反問権を付与します
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明日をみつめるまなざし

子 ち 体も 傍 感ど の 験た 聴 想 文

　
千
代
田
中
部
小
学
校
、
千
代
田
西
部
小
学
校
、
仁
比
山
小
学
校
の
６

年
生
が
、
社
会
科
学
習
の
一
環
で
市
議
会
一
般
質
問
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
初
め
て
入
る
議
場
に
少
し
緊
張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
真

剣
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
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１班１班

２班２班

３班３班

大
おお

野
の

 秋
あき

人
ひと

（総務）

末
すえつぐ

次　勝
まさる

（文教厚生）
吉
よし

田
だ

　守
まもる

（文教厚生）

野
の

口
ぐち

 英
ひで

樹
き

 
（文教厚生）

服
はらまき

巻 玉
たま

美
み

（産業建設）

德
とく

川
がわ

 博
ひろ

人
と

 
（産業建設）

永
ながぬま

沼　彰
あきら

（産業建設）

田
た

原
ばる

 和
かず

幸
ゆき

 
（総務）

白
しらいし

石 昌
まさ

利
とし

（文教厚生）

副
そえじま

島 英
ひで

樹
き

 
（産業建設）

平
ひらやま

山 文
ふみ

也
や

 
（産業建設）

増
ます

田
だ

 紀
のり

之
ゆき

 
（総務）

原
はらぐち

口ひさよ
（文教厚生）

中
なか

野
の

　均
ひとし

（産業建設）

福
ふく

田
だ

 淸
きよ

道
みち

（総務）

佐
さ

藤
とう

 知
とも

美
み

（文教厚生）

木
き

原
はら

 憲
けん

治
じ

（総務）

※氏名の（　）内には所属常任委員会を記載しています。

野
の

副
ぞえ

 芳
よし

昭
あき

（総務）

脊振町
脊振交流センター　3階大会議室

神埼町
神埼市役所　1階多目的会議室

千代田町
千代田文化会館（はんぎーホール）研修室２
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神埼市議会神埼市議会「意見交換会」「意見交換会」
を開催します

　地域振興・活性化には、どのようなアイデアや課題があるのか。

　市民と議員が自由に意見を交わす意見交換会を下記のとおり開催します。

　市民の皆様と直接意見を交わすことで、神埼市議会を身近に感じてもらう機会に

なればと考えておりますので、多くの皆様のご参加をお待ちしています。

※班構成は右側をご覧ください。

※お住まいの地域以外でも自由にお越しください。

日　時 町名 会　　場 班

令和８年

１月10日（土）

13：３0 ～

　　15：00

脊振町
脊振交流センター　3階

　　　　　　大会議室 
１班

神埼町
神埼市役所　1階

　　　　　　多目的会議室
２班

千代田町
千代田文化会館（はんぎーホール）

　　　　　　研修室２
３班

【問い合わせ先】

　神埼市議会事務局

　〒842-8601

　神埼市神埼町鶴3542番地１

　ＴＥＬ 0952-37-3596
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編
集
後
記

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
師
走
の
み
と
な
り
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

記
録
ず
く
め
の
夏
、
今
年
の
国
内
最
高
気
温
は
41
・

８
度
と
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
気
温
で
、
梅
雨
明
け
も

例
年
に
な
く
早
く
、
真
夏
日
・
猛
暑
日
・
酷
暑
日
と
暑

さ
を
あ
ら
わ
す
呼
び
方
も
、
大
き
く
変
化
し
た
年
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
は
四
季
ご
と
の
「
食
」「
ま
つ
り
」
等
多
く
の
文

化
が
あ
り
、
今
後
気
象
が
大
き
く
変
わ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
今
ま
で
の
文
化
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
が
、
地
域
文
化
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
記　

德
川　

博
人
）

議会広報編集特別委員会
委 員 長　佐藤　知美
副委員長　末次　　勝
委　　員　田原　和幸

委　員　副島　英樹
委　員　德川　博人
委　員　大野　秋人

７月４日 議会広報編集特別委員会
７日～８日 産業建設常任委員会行政視察研修（大分県、熊本県）

14日 議会広報編集特別委員会
15日～ 16日 議会広報編集特別委員会行政視察研修（福岡県・大分県）
22日～ 23日 文教厚生常任委員会行政視察研修（大分県）

24日 令和７年度佐賀県市議会議長会議員研修会（多久市）
25日 議会広報編集特別委員会
29日 令和７年度防衛省全国情報施設協議会総会（東京都）

令和７年度知事・市町議会議長懇話会（佐賀市）
30日 議会広報編集特別委員会
31日 議会改革検討特別委員会

産業建設常任委員会
8月4日～ 6日 佐賀県市議会議長会議長視察研修（岐阜県・石川県）

６日 宮城県名取市より行政視察
７日 産業建設常任委員会
20日 文教厚生常任委員会
21日 総務常任委員会

産業建設常任委員会
22日 産業建設常任委員会

25日～ 26日 議会運営委員会行政視察研修（長崎県）
27日 議会運営委員会

産業建設常任委員会
8月29日～ 9月30日 令和７年８月第３回神埼市議会定例会

29日 全員協議会
議会改革検討特別委員会

３日 議会広報編集特別委員会
９日 議会改革検討特別委員会第2分科会
10日 令和7年度予算特別委員会
11日 文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会
12日 総務常任委員会
16日 議会改革検討特別委員会

議会運営委員会
17日 議会改革検討特別委員会第2分科会

18日～ 24日 令和７年度決算特別委員会
26日 議会運営委員会
30日 全員協議会

議会の動き（令和７年７月～９月）

　神埼市議会だより 73 号の記事で、一部誤りがご
ざいました。

（15 ページ本文 10 段目）（誤）53 人→（正）35 人
　お詫びして、訂正いたします。

　次期改選（令和８年４月）における議員定数は、現状（18人）を維持することを議会改革検
討特別委員会の結論としました。
　特別委員会では、神埼市区長会から提出された要望書に基づき、令和７年３月から協議を続け、
これまでに 6回の委員会を開催しました。全 18名の委員にアンケート調査を 2回実施し、定
数削減の是非を検討しましたが、意見が拮抗しました。そのため最終的に委員長を除く 17名に
よる採決を行った結果、現状維持が９人、定数削減が 8人となり、現状維持とすることが決定
しました。

【委員会での意見】※紙面の都合により、一部抜粋しております。
・市民の多様な意見を反映するためには、定数削減すべきではない。
・定数の議論は、改選の 1年前には結論を出すべきであり、今回は
減らすべきではない。
・人口減少や財政需要を考慮し、定数を減らすべきである。
・区長会の要望は民意であり、削減すべきである。
・定数の議論をするルール作りが必要である。　等

【議員定数の現状維持について】

議員定数は現状維持との結論を出す

佐
藤　

知
美

維持

福
田　

淸
道

維持

永
沼　
　

彰
削減

木
原　

憲
治

削減

田
原　

和
幸

削減

原
口
ひ
さ
よ

維持

白
石　

昌
利

維持

野
副　

昭
削減

野
口　

英
樹

維持

中
野　
　

均
維持

服
巻　

玉
美

維持

平
山　

文
也

副
島　

英
樹

維持

德
川　

博
人

削減

増
田　

紀
之

削減

末
次　
　

勝
削減

大
野　

秋
人

削減

吉
田　
　

守
維持

議
員
名

※平山文也 議員は、委員長のため採決に加わっていません。

採決の状況（現状維持に賛成の議員の起立）


